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平成 26年 1２月 

晴海地区将来ビジョン検討委員会 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１章 晴海地区の課題と地区周辺の動向 
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【豊洲新市場概要】 

●移転予定地：豊洲六丁目５、７街区他 ●敷地面積：約 40.7ｈａ 

●竣工予定：平成 27 年度       ●取扱品目：水産物・青果物 

●施設構成：市場施設、千客万来施設 など 

【有明・台場・青海地区の主な施設】 

●東京ビッグサイト（IBC/MPC※） ●有明テニスの森 ●有明アリーナ 

●国際旅客ターミナル（青海） など 

【日本橋・八重洲での開発状況】 

●日本橋エリア、八重洲エリア、京橋エリアの再開発 

●創薬関連企業、団体などが集積する日本橋にライフサイエンスビジネス

の拠点を整備  など 

【築地新市場概要】 

●新鮮かつ多品種の食材が販売できる店舗施設を整備 

●築地場外市場との連携により、食のプロが求める物がすべて揃う 

●食のプロに支持され、一般客・観光客にも親しまれる、食のまち「築地」

のにぎわいの拠点となる施設 

新市場施設配置イメージ 

（中央卸売市場ホームページより） 

銀座の風景 

有明での２０２０年東京オリンピック・

パラリンピック競技大会 会場施設 

 

日本橋二丁目第一種市街地再開発事業イメージ 

東京オリンピック・パラリンピック選手村 

（立候補ファイルより） 

築地新市場 施設内観イメージ 

晴海地区は利便性や自然環境を活かした質の高い都心居住地として形成されて
います。今後、更なる発展を目指し、国際競争力強化を目指し魅力あるまちづくり
が進められている臨海都心軸上の伝統的都心エリアや臨海部新都心エリアの開発
動向を踏まえてまちづくりを考える必要があります。 

※ 2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会では、I B C（国際放送センター）

及び MPC（メインプレスセンター）が設置される予定 
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●銀座や築地等、「まち」の個性を伸ばす 
 

世界ブランドの観光拠点 

●台場や豊洲新市場の商業集積、有明のスポーツ施設等
が集積 

 
スポーツ・アミューズメント 

●ビッグサイトなどの MICE 機能の強化、青海の国際旅
客ターミナルの整備 

 
MICE・国際交流 

●東京駅前（日本橋、八重洲周辺等）の開発促進による 
国際的なビジネス機能を備えた拠点の形成 

 
国際的なビジネス拠点 

先端技術を活かし、 
まちを支える 
●地球環境にやさしい 
●地域防災力の向上 

臨海部新都心エリア 

伝統的都心エリア 

都市の活動 

交流の活動 

晴海エリアとは、 

＜まちの特徴※＞ 
●安全・安心 
●美しい水辺・緑豊か 
●快適・便利 
●選手村レガシー 

 

 

つながる 

つながる 

支える 
暮らす 

憩う 

交わる 
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 ※  Small-Office Home-Officeの頭文字で、小規模事務所や自宅で働く職場形態、もしくはその用途に対応した物件のこと。 
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 《凡 例》 

新たな防災拠点として検討するエリア 

エネルギーに係る取り組みを検討するエリア 取組を検討するエリア 

中央清掃工場 
未利用エネルギーの活用

（排熱） 

晴海トリトン 
地域冷暖房の導入等 

ほっとプラザはるみ 
防災副拠点 

 

文化教育施設 

防災機能の導入検討 

晴海中学校 
防災拠点 

晴海総合高等学校 
帰宅困難者対応施設 

選手村エリア 
エリアエネルギーマネジメントシステム

の導入 

月島第三小学校 
防災拠点 

晴海ふ頭公園及び周辺護岸 
災害時の物流拠点機能の導入推進 
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選手村 

晴海地区全体への 
選手村レガシーの波及 

つながる 

暮らす 

交わる 

憩う 

支える 
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                現在               2020 年(平成 32 年)     大会後                   将来 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

三丁目西地区再開発事業、 

二丁目住宅開発の供用を想定 

五丁目選手村跡地の 

住宅供用を想定 

二丁目、三丁目、四丁目の一部で

開発が想定される 

約 9,500 人（H26/12/1 現在  住民基本台帳） 

晴 

海 

地 

区 

将 

来 

ビ 

ジ 

ョ 

ン 

の 

実 

現 

居住人口 
 
就業人口 

時間軸 

約 18,000 人 最大約 43,000 人 

まちづくりの流れ 

※晴海地区では、まちづくり基本条例による手続きや地元協議（まちづくり協議会、晴海デザイン協議会）を通じて晴海のまちを創りあげます。 

ビジョン 

検討委員会 

 

選手村整備 

 

後利用整備 

 

まちづくりの進展 

 

・広域交通の協議、検討 

（BRT の先行運行・ルート、 
地下鉄、水上バスの誘致） 

つながる 

交わる 

憩う 

支える 

暮らす 

選手村レガシー 

今 

後 

の 

進 

め 

方 

・BRT の運行開始(H31) 

・文化教育施設の誘導 

・学校施設の用地確保 

・選手村レガシーの活用（晴海地区全体への波及） 

・多様な住まいの計画誘導 

・コミュニティ施設の誘導 

・多様な住まいの計画誘導 

・地域コミュニティ促進に向けた施設の誘導 

・住宅の整備 

・保育施設の整備 

・商業等生活利便施設 

の整備 

（小規模スーパー等） 

・保育施設の誘導 

・生活利便施設、医療施設 

の誘導 

選手村整備の協議・検討 

三丁目西地区再開発(H27) 

二丁目住宅開発(H28,29) 

・臨港消防署 本署庁舎竣工(H31) 

・生活利便施設、福祉施設の誘導 

・公共・公益施設の開設（学校施設含む） 

・広域交通の継続協議、実施に向けた検討 

個別開発の機会を捉えた協議・検討 

・中規模スーパー等の商業施設の開業 

・行政サービス等の公共・公益施設の整備推進 

・水辺のプロムナード、 

オープンスペースの誘導 

・選手村に整備されるスポー 

ツ施設の大会後の活用方策 

・オープンスペースの誘導 

・ｴﾘｱｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄやｽﾏｰﾄｼﾃｨ 

機能導入の促進 

・防災拠点、災害時の物流 

拠点の充実 

・ｺﾐｭﾆﾃｨｻｲｸﾙ等の地域内交通の検討 

・ｽﾏｰﾄﾓﾋﾞﾘﾃｨ等の最先端技術の 

実用化検討 

・技術の進展にあわせた環境設備、取組の誘導 

・防災設備・施設の誘導 

・住民・企業等が連携した防災拠点の機能充実 

豊晴計画等の見直し(H27) 

 

 

まちづくりの状況を踏まえた上位計画の適切な見直し 

・月島第三小学校 増築竣工(H29) 

・住宅の整備 

選手村跡地の開発 

・選手村レガシーの検討 

個別開発の機会を捉えた協議・検討 

※ 記載されている年度については、各事業主体が現段階で公表されている事業予定によるものです。 

最大約 36,000 人 約 22,000 人（Ｈ24  経済センサス） 



［問い合わせ先］ 

晴海地区将来ビジョン検討委員会事務局 

（中央区 都市整備部 地域整備課 まちづくり推進主査） 

電話：０３－３５４６－５４７４（直通） 

Mail：seibi_02-harumi_sv@city.chuo.lg.jp 

 




